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質問順 ①

質 問 事 項 質 問 要 旨

予算決算常任委員会 山 下 芳 一

１ 「高齢福祉」施

策について

予算決算常任委員会は、施策評価を行い３年目となります。令和

４年度は「高齢福祉」と「道路」２施策の評価を行いました。２施

策に付随する事務事業評価に基づく施策評価をまとめ上げ、去る１

０月１４日に提言として町長にお伝えしたところです。

事務事業評価を含む施策評価の提言は、決算審査を通して課題と

成果を見極めて、町民の安心安全な生活や福祉の向上等に次年度予

算が反映されていくことを期してのものです。

今回、幸甚にして委員会代表質問の機会を得ることができました

ので、提言した「高齢福祉」と「道路」の施策について伺います。

尚、行政においても予算編成や年末という多忙な時期でもあるの

で、答弁は詳細なものでなく骨子をしっかり述べてもらうようにし

て頂きたい。

平成２７年９月に厚生労働省が新たな時代に向けて「誰もが支え

合う地域の構築に向けた福祉サービスの実現」としてまとめている

中で、現状として次の課題が提示されている。【抜粋要約】

○ 家族・地域社会の変容等に伴い、ニーズの多様化、必要な支

援の複雑化、福祉サービス持続の課題

○ 高齢、障害、児童等の対象者ごとに充実させてきた福祉サー

ビスを複合化するニーズへの対応課題

○ 少子高齢化で、労働人口が減少する中での良質なサービスの

効果的・効率的な提供を行う人材確保の課題

○ 誰もが支え・支えられる社会実現に向けた、地域の状況に照

らした福祉サービスの提供体制構築の課題

これらの課題に照らすと、核家族化、高齢者二人世帯・一人世帯

の増加、早まる社会変化について行けない高齢者（キャッシュレス

化・ＩＣＴ活用等）、障害（持病を含む）のある高齢者、高齢者の

各団体での役員・会員の高齢化、高齢者支援でのハード・ソフト両

面の懸念、財源確保の不安、福祉従事者の不足、住民協働やインフ

ォーマルサービスの本町課題が浮かび上がってくる。

これらの状況や本町の実態・決算審査等から、本町として

○ 高齢者の移動手段の確保

○ 日常生活の支援

○ 居宅（高齢者向けの施設等）の確保

○ 認知症予防と認知症対応施設の充実

○ 在宅医療の充実と医療介護連携の強化
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○ 介護給付等対象サービスの充実

○ 包括ケアシステムを支える人材育成と人材確保

○ 福祉従事者の確保

○ 支え合う地域の「インフォーマルサービス」の構築

○ 民生児童委員・民生児童委員支援員の確保

○ 老人クラブ、シルバー人材センターへの支援

をしっかりと考えた施策をしていかなければならないことを提言し

た。そこで伺う。

（１）この提言内容を、行政はどのように受け止め、今後、どのよ

うな姿勢でこの施策に向き合い改善していこうとするのか。

（２）提言が、令和５年度予算に反映されることはあるのか。あれ

ば、どのように反映されるのか示して頂きたい。

２ 「道路」施策に

ついて

道路・橋りょうについては、道路・橋りょうそのものの維持管理

とこれに関わる街路樹剪定、除草、景観保持、道路空間（照明等）、

側溝、防護柵等の設置や管理を行っていかなければならない。そし

て、道路新設改良事業も進めていかなければならない。

道路については

○ 財源確保に努めながら維持管理と更新のコストの削減

○ 人命に関わる事故を未然に防ぐため、変化を迅速かつ確実に

把握

○ 機能・費用を両立した維持管理と更新

○ ＩＣＴの活用

○ 人材と技術力の確保・維持

○ 関係部署（自治振興課、環境推進課、学校教育課、上下水道

部等）との連携

○ 関係機関、国・府・鉄道機関等と連携しての工事推進

○ 地震や水害時の被害を想定しての、緊急車両等が通行できる

ように耐震補強、強度強化等の対応

○ 緊急車両が支障なく通行できるように狭隘道路の改修

○ クリーンパートナーのような住民協働の育成と支援

○ 災害に強い道路、緊急車両が通行できる道路改良の推進

○ 利便性・効率性・安全性に配慮した道路新設

を考えて施策を行うことを提言した。そこで伺う。

（１）この提言内容を、行政はどのように受け止め、今後、どのよ

うな姿勢でこの施策に向き合い改善していこうとするのか。

（２）提言が、令和５年度予算に反映されることはあるのか。あれ

ば、どのように反映されるのか示して頂きたい。


